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P223b JVLA 7mm高分解能観測によるV1247 Oriの非対称な原始惑星系円盤
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このポスターでは、Herbig Ae型星であるV1247 Ori (385pc, 7Myr)における高分解能ミリ波観測による原始惑
星系円盤について紹介する。これまで、高分解能な近赤外線観測により、いくつかの若い天体の周囲に非対称な円
盤や、スパイラル構造をもつ円盤が検出されている。V1247 Oriにおいても、すばる望遠鏡/HiCIAOの 1.6µmの
近赤外高分解能偏光撮像観測により、サブミクロンサイズのダストによる原始惑星系円盤の非対称性を検出した。
近赤外線では円盤表面の非対称性は検出することができるが、円盤内部の構造まで見ることはできない。この非

対称性が円盤の内部でも存在するのかを確かめるため、円盤内部の大きなダストによる熱放射に感度のある JVLA
の 7mmの連続波による観測を行った。この観測により、分解能は 0.2”に達する高分解能の電波観測を行った。そ
の結果、円盤の非対称性は検出できたが、HiCIAOと JVLAの非対称なピークの位置にずれを検出した（∼0.3”@
1.6µm, ∼0.2”@7mm）。このポスターでは、このピークの位置のずれと円盤の非対称性について議論する。また、
近赤外とミリ波のデータおよび過去の SMAによるサブミリ波のデータから、円盤の質量などのパラメータにつ
いても考察する。


